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TODAY’S MENU

•実践紹介（10分）
•体験ZOOM授業（20分）



実践紹介

1. 本校のタブレット使用状況

2. 通常の授業内
（1）教師による使用
（2）生徒による使用

3. 休校中



1. 本校のタブレット使用状況

 一人一台のiPad（教師は貸与・生徒は購入）

 生徒は各自持ち帰り（自宅で充電、自宅wifi利用可能）

 学校から付与されたAppleID使用

 アプリのインストールは学校管理（勝手にSNSや

Youtubeなどを入れられない）

 ブラウザ、カメラ、Officeに相当する基本アプリなどを

利用して学習。各教科で選定したアプリを該当学年に

インストールして利用することも

 各教室のTVにAppleTVが接続され、無線で画面表示

できる（生徒も）



2授業中
（1）教師による使用

• 授業の進行

• 資料提示

発問を用意しておくと
板書時間が節約



2 授業中
（1）教師による使用

• 授業の進行

• 資料提示

手で板書を写させるのと
見せて配って時間節約と
どちらを選ぶかは
哲学と状況次第



2 授業中
（1）教師による使用

• 授業の進行

• 資料提示

視覚的資料は
印刷よりも

デジタルが圧倒的に
きれい

生徒が見つけた
資料を全員に
見せることも可能



2 授業中
（1）教師による使用

• 授業の進行

• 資料提示

動画でスピー
チのモデルを
見せたり

教材を青空文
庫で見せたり



2 授業中
（2）生徒による使用

• リサーチ

• 発表、共有
慣
れ
な
い
う
ち
は
使
う
サ
イ
ト

を
指
定
す
る
こ
と
も
あ
る
が

自分で適切な情報源を
探せるようになることも大事



2 授業中
（2）生徒による使用

• リサーチ

• 発表、共有

小グループ内で発表
するときの資料として



2 授業中
（2）生徒による使用

• リサーチ

• 発表、共有

手書きで作ったものでも
写真に撮れば

ジグソーで使ったり
全員で共有することも簡単



2 授業中
（2）生徒による使用

• リサーチ

• 発表、共有

大きく作らなくても
みんなに見える。

実物投影機としての機能も



2 授業中
（2）生徒による使用

• リサーチ

• 発表、共有

生徒がタブレットを持って
いると、録画の可能性が
広がる

・教師が録画
・複数会場で録画
・生徒相互で録画
・自宅で録画



3 休校中（※通常も活用）

• iTunesU

（2020いっぱいでサービス終了）

• Google
Classroom

オンライン上にクラスを作成し、教材配布・提出物の回収・フィードバックができるアプリ



「１年２組国語」などのグループ
を作成し生徒を登録

教材配布 課題指示 課題回収 返却・フィードバック

課題提出 質問 （設定すれば生徒同士の討議も）



• iTunes U使用画面

講座ごとにコースを作り、
生徒を登録する



• iTunes U使用画面

資料を配布できる
画像、動画もOK

印刷物を
圧倒的に減らせる！！



• iTunes U使用画面

課題を提示する

Google classroomだと、
多肢選択も使える…らしい



• iTunes U使用画面

生徒は課題を提出する

写真や動画での
提出も可能



• iTunes U使用画面

教師は評価し、助言する

生徒からの質問に答えることもできる

満点は自由に設定可能
（複数の観点の設定は

できない）
ここで付けた点数を
集計する機能もあり



• iTunes U使用画面

教師は評価し、助言する

生徒からの質問に答えることもできる



Google classroom
の画面

iTunesUと違い、TOPに好きな
画像を設定できないのが残念



Google classroomの画面



動画で予習
ZOOMで意
見交流

学校でなければで
きないことは学校で

厳正な条件の試験も
必要

協働でなければ学べ
ないことは協働で

対面授業VSオンライン…ではなく
使える技術の引き出しを増やして



動画で予習
ZOOMで意
見交流

学校でなければで
きないことは学校で

厳正な条件の試験も
必要

協働でなければ学べ
ないことは協働で

社会状況の変化や
様々な背景をもつ子供たちに
対応して



動画で予習
ZOOMで意
見交流

学校でなければで
きないことは学校で

厳正な条件の試験も
必要

協働でなければ学べ
ないことは協働で

学習効果をあげられるなら
何でも使う



動画で予習
ZOOMで意
見交流

学校でなければで
きないことは学校で

厳正な条件の試験も
必要

協働でなければ学べ
ないことは協働で

そんな柔軟性を持って
いたいと思います



必ず起こる問題点

 接続や機器のトラブル

 目的外使用

 破損、紛失

※成績に関わる提出物の扱いは慎重に
生徒原因でないトラブルで、データ破損などが起こると大きな問題に



必ず起こる問題点

トラブルは必ず起こる！

「トラブルを1件も起こしてはいけない」と
考えると、ICTを使いこなす日は永遠に来ません



体験！ZOOM授業
「ブレイクアウトセッション」に挑戦

• 「ブレイクアウトセッション」とは

ZOOM会議の参加者を小グループに分ける機能

小グループの人数を任意に設定できます

無料版で使えます

ホスト側は、iPadやスマホではなくPCである必要があります



体験！ZOOM授業
「ブレイクアウトセッション」に挑戦

お題

多数決するべき場面と、多数決してはいけない

場面の違いとは？

10分のディスカッション後、各グループからお一人、どんなことを話し合ったか
報告していただきます。報告者を決めておいてください。
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ご参加ありがとうございました。


